う 一度、 こんな こと をす ると、 承知 をし ない ぞご と、 

言いながら、 向う へ 行って しまいました。 すると、 お 

婆さん は、 やっと 安心した ように、 

「さあ、 坊ちゃん 方、 はやく 学校へ いらっしゃい。 今 

度から、 もうこのお 婆さんに、 悪戯 をな さるので は あ 

りません よご と 言いました。 私 は、 お婆さんの 眼の 見 

えない 顔 を 見て いると 穴の 中へ でも、 ^入りたい よう 

うち 

な 恥し さと、 悪い こと をした という 後悔と で、 心の中 

が 一 杯に なりました。 

この ことがあ つてから、 私達が ぶつつ りと、 この 悪 

や まで 

戯を 止めた の は、 申す 迄 もありません。 その上、 餓鬼 
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